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はじめに

昨年に報告した日本産広葉樹材の解剖学的記載の第Ⅰ報に続いて,第Ⅱ報を報告する｡今回取り上げた

樹種はイラクサ科からトベラ科までの24科 56属87種に及ぶ｡

樹種識別上の特徴の記載ならびに顕微鏡写真撮影にあたっては,筆者の所属する京都大学木質科学研究

所に所蔵するプレパラー トを用いたが,プレパラートのない樹種については同材鑑調査室所蔵の材標本な

らびに東京大学農学部森林植物学研究室所蔵の材標本から作製した多 くのプレパラー トを用いた｡また,

解剖学的記載にあたっては,第Ⅰ報と同様の文献を参考にするとともに,ナツツバキ属とクスノキ科の樹

種については,それぞれ山内 文著 ｢日本産ナツツバキ属の解剖学的研究｣(1980)1)と山内 文著 ｢日本

産クスノキ科植物の材の導管の穿孔について｣(1971)2)を参考にした｡なお,樹木の学名ならびに分類に

ついては基本的には北村四郎 ･村田 源著 ｢原色日本植物図鑑,木本編 Ⅲ｣(1979)3)にしたがった｡さらに,

各樹種の性質や分布範囲,材の用途等の記載にあたっては第Ⅰ報と同様に北村四郎 ･村田源著 ｢原色 日本

植物図鑑,木本編 I｣(1979)3)を参考にしたほか,佐竹義輔,原 寛,亘理俊次,冨成忠夫編 ｢日本の野

生植物 木本 Ⅰ｣(1989)4)や平井信二著 ｢木の事典｣(1979-1985)5)から引用させて戴いた｡
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イラクサ科 (Urticaceae)

カラムシ属 (BoehmeriaJacq.)

コアカソ (BoehmeriasPtcataThunberg)

散孔材｡道管の直径は60-90/Jmで,単独ないし2-4個が放射方向ないし不規則に複合する｡道管は

単穿孔を有し,側壁に交互壁孔がみられる｡道管内膳には平板状のチロースが鮮明Li_二かつ密に詰まる｡年

輪界に軸方向柔細胞が3-10列の帯状にみられる｡道管放射組織間壁孔は横に長 く,階段状となる｡放射

組織は異性で,ほとんど直立細胞となり,中に平伏細胞を混在する｡放射組織の幅は1-8列となり,高さ

は1-2mm,ときに2mm以上となる｡

分布範囲は温帯T部から暖帯｡本州,凶回,九州,中国大陸に分布する｡主に谷間に群落をなして生え

る低木t〕ホウキを作るのに使う｡

ハドノキ属 (yillebruneaGaudich.)

ハ ドノキ (villebruneaPedunculataShirai)

散孔材｡年輪界は不明瞭｡道管は直径 100/′m前後で,単独ないし2-10個放射方向に複合する｡道管

は単穿孔を有 し,側壁には交互壁孔が存在する｡遺管内月別二はチロースがみられる｡道管放射組織間壁孔

は階段状, レンズ状,柵状,長楕円状 となる｡繊維は隔壁を有する｡構成要素の壁は全体に薄い｡放射組

織はほとんど同性で,直立細胞の占める割合が多く,タイル細胞となる｡なお,縁辺の直立細胞は他に比

べて高い｡放射組織は幅が 1-6列で,高さはきわめて高 く2mmを超える｡

分布範囲は暖帯南部から亜熱帯｡本州 (伊豆半島から紀伊半島),凶国,九州 (南部),琉球,台湾に分

布する常緑低木で高さ4-5m になる｡

ヤナギイチゴ属 (Debregeasl'aGaudich.)

ヤナギイチゴ (DebregeastaedultsWeddell)

散孔材｡道管は直径 50-150/川1で,単独ないし2-6個不規則に複合する｡道管は単穿孔を有 し,内腔

にはチロースがみられる｡道管側壁には交互壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔はふるい状,レンズ状

ないし階段状の傾向｡放射組織はほぼ剛堂で直立細胞と方形細胞のみからなり,タイル細胞が目だつ｡放

射組織は帽が ト 8列,高さ2mm以上となる｡まれに,異常に大きい広放射組織が出現する｡放射組織に

まれに菱形の結晶がみられる｡繊維や柔細胞にデンプンが多数存在する｡

分布範囲は峻帯南部から亜熱帯｡本州 (関東南部から近畿南部),四国,九州,琉球,台湾,中国大陸に

分布する落葉低木で高さ2-3m となる｡樹皮は強勤である｡葉がヤナギに似ており,キイチゴに似た集合

某があるのでヤナギイチゴという｡
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ヤマモガシ科 (proteaceae)

ヤマモガシ属 (HeliciaLour.)

ヤマモガシ (HeliciacochinchinensisLour.)

散孔材｡直径80-90/Jm以下の道管が1-2列の幅で接線状に等間隔の帯をなして配列する｡日本産材

の中ではきわめて特徴的な道管配列を有する｡道管は単穿孔を有し,内壁に細かいらせん肥厚が顕著｡道

管側壁に交互壁孔がみられる｡軸方向柔細胞は接線状配列をした道管群の外側に1-2列で接線状に並ぶ｡

放射組織は異性Ⅲ型で,単列のものと5-15列のものがある｡単列放射組織は直立細胞のみからなり,板

目面でみると個々の細胞が縦型のレンズ状を里する傾向がある｡幅の広い放射組織は3mm以上できわめ

て高く,しばしばさや細胞がみられる｡

分布範囲は暖帯南部から亜熱帯｡本州 (東海道,紀伊半島,中国地方),四国,九州,琉球,台湾,中国

大陸南部,インドシナに分布する常緑高木で高さ-10m となる｡辺材は紅白色,心材は紅褐色o微密で垂

硬な材｡地方的な構築用材で,器具,薪などに供される｡

ビャクダン科 (santalaceae)

ツクバネ属 (BuckleyaTorr.)

ツクバネ (BuckleyalanceolataMiq.)

環孔材｡孔圏道管は直径 701120/∠mで,ト 5列の孔圏を形成する｡孔圏外小道管は50FLm以下でほぼ単

独,ときに2-4個放射状ないし斜線状に複合する｡道管は単穿孔を有し,内腔に平板状のチロースがみら

れる｡道管側壁にはやや疎らに交互壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔はやや疎らなふるい状｡放射組

織は異性で,帽は1-2列となり,高さ0.5mm以下｡直立細胞や方形細胞が多く混在する｡

分布範囲は暖帯から温帯下部｡本州,四国に分布する｡ツガ林などやせた山地に生える半寄生の落葉低

木で高さ1-2m｡果実が羽根つきの羽根に似ているところから突羽根という｡

ビャクダン属 (SankzlumL.)

ビャクダン (SantalumalbumL.)

散孔材｡年輪界は不明瞭｡直径 50-80/∠mの道管がほぼ単独で均一に分布する｡道管は単穿孔を有し,

側壁に疎らに配列した交互壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔は疎らなふるい状｡周囲仮道管が存在する｡

軸方向柔細胞に結晶ならびに着色物質がみられる｡放射組織は異性Ⅲ型で,幅はト 2列,高さは0.5mm

以下｡

原産地はジャワ島からチモール島｡材は芳香が強いので仏像,扇,装飾用彫刻材,薫香,練香,線香と

して珍重される｡

ヤドリギ科 (Loranthaceae)

マツグミ属 (TaxillusVanTiegh.)

オオバヤ ドリギ (TaxillusyadoriktDanser)

散孔材｡年輪界は不明瞭｡道管は直径 50FLm以下で,単独ないし2-6佃ときに10個が放射方向に複合

し,複合道管が目立つ｡道管は単穿孔を有 し,側壁に交互壁孔がみられる｡なお,道管側壁に単穿孔のよ

うな大形の穿孔が存在する｡軸方向柔細胞の占有率が高い｡柾目面では-細胞おきに軸方向柔細胞がみられ,

軸方向柔細胞と繊維が交互に並ぶ｡柾日面で軸方向柔細胞が層階状となる｡道管放射組織間壁孔は長楕円
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状となる｡放射組織は同性で,幅は1-10列,ときにそれ以上となり,高さは1mm以下でしばしば2mm

を超える｡放射組織は軸方向に不規則にゆらぐ｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (関東南部以西),凹国,九州,琉球に分布する｡種々の常緑樹の枝に

寄生する常緑低木で大きいものは高さ1m｡

マツグミ (TaxilluskaemfferiDanser)

散孔材｡道管は単独のものが少なく,2-8個が放射状,接線状,塊状に複合する｡道管は単穿孔を有し,

側壁には主に交互壁孔,しばしば大形の階段壁孔がみられる｡軸方向柔細胞は散在する｡放射組織は同性で,

幅は1-10列ときに10列以上となり,高さは2mm以上ときわめて高い｡放射組織は軸方向にゆらぎ,結

晶を含む｡柔細胞の占有率がきわめて高い｡

分布範囲は暖帯｡本州 (関東地方以西),四国,九州に分布する｡マツやモミ,ツガなどの針葉樹上に寄

生する常緑低木で高さ20-50cm｡

ホザキヤドリギ属 (LwanthusN.J.Jacq.)

ホザキヤ ドリギ (Loranthusta71αkaeFr.etSav.)

環孔材｡道管の直径は50/∠m以下｡孔圏は多列で,10個余 りの道管が塊状となり,孔圏外の道管は30

個以下の塊状となるが他の構成細胞と大きさがほぼ等 しく目立たない｡道管は単穿孔を有し,内壁にはら

せん肥厚がみられる｡道管側壁には交互壁孔ないし対列壁孔,ときに大形のレンズ状壁孔が存在する｡道

管と軸方向柔細胞が層階状となる｡放射組織は同性で,幅は1-10列以上と広 く,高さは1-2mm｡さや

細胞が存在する｡板目面での広放射組織の形状は不規則にゆれる｡デンプンが密に詰まる柔細胞がみられる｡

分布範囲は温帯｡本州 (中部地方以北),朝鮮,中国大陸北部に分布する｡ミズナラ,クリ,ハンノキな

どの落葉広葉樹の枝に寄生する落葉低木で高さ20-40cm｡

モクレン科 (Magnoliaceae)

オガタマノキ属 (MicheLiaL.)

オガタマノキ (Mtcheliacomf'ressaSarg.)

散孔材｡道管は直径 50-80FLm以下で,数個が塊状にかつ放射方向に複合し,一様に散在する｡道管は

階段穿孔ときに単穿孔で,階段の数は1-4本,ときに10本となる｡道管の側壁に顕著な階段壁孔および

微細ならせん肥厚がみられる｡道管には薄壁の平板状のチロースがみられる｡軸方向柔細胞は2-10列の

顕著なターミナル状および散在状に分布する｡道管放射組織間壁孔は階段状となる｡放射組織は異性Ⅲ型で,

幅は1-3列,高さは1mm以下｡縁辺の直立細胞に大形の油細胞がみられる｡この油細胞の存在により近

縁のホオノキ属の樹種から区別される｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (関東地方以西),四国,九州,琉球に分布する常緑高木で高さ15m

に達する｡神事に用いられ,香 りが高 く神社や庭に植えられる｡辺材は灰黄白色,心材は黄褐色｡やや軽

軟であるが,肌目は撤密,木理通直な良材｡量的には少ない｡木れま家具,器具,楽器,臼などに用いられる｡

モクレン属 (MagnoliaL.)

ホオノキ (MagnoliaobovataThumb.)

散孔材｡道管の大きさは中庸ないしやや小さく50-80/∠mで,単独ないし2-6個が不規則に複合して

平等に分布する｡道管はほとんど単穿孔であるが,年輪後半では階段穿孔がみられることがある｡道管側

壁には顕著な対列壁孔ないしは階段壁孔がみられる｡道管内膳には平板状のチロースがみられる｡1-5列
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のターミナル柔組織が顕著である｡繊維は隔壁をもつ ｡道管放射組織間壁孔は対列状,階段状ないし疎ら

なふるい状となる｡放射組織は同性のようにみえるが,異性Ⅲ型で,幅は1-2列,高さは1mm以下でと

きに1mm を超える｡縁辺にはしばしば直立細胞がみられることがある｡なお,放射組織の上下縁辺の細

胞の壁はしばしば鋸歯状に肥厚する｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,中国大陸の山地に生える落葉高木で高さ30m に

達する｡日本の鮮新世と洪積世から広 く種子が出土する｡辺材は灰白色,心材は暗灰緑色｡木理通直,肌

目敏密な良材｡耐朽 ･保存性は低いが,切削 ･加工性がきわめて容易で,表面仕上げも良好｡建築 (建具),

器具 (漆器木地,梶,箱類,蕊,額縁,木魚,将棋の駒,扇の骨ん,刃物の鞘,ブラシ木地,図板,裁板,ピン

ポンラケット,寄木木象候,下駄の歯),楽器 (ピアノ･オルガンの鍵盤と外囲),船舶 (船具,艦腕),彫刻 (仏

倭,仏壇の欄間,版木),くり物,包装箱などに用いられる｡,また,ホオノキの木炭は金,級,鍋,漆器な

どを研磨するのに用いられ,大きな葉は古くから食物を盛るのに用いられる｡

同属のコブシ (M.KobusDC.)とは分布地域,材の組織構造,材質が似ており,両者の区別は困難である｡

コブシ (MagnoliakobusDC.)

散孔材｡道管の直径は501100FLmで中庸ないしやや小さく,単独ないし2-6個が放射方向あるいは不

規則に複合して平等に分布する｡年輪界付近は道管の分布が少ない｡道管は単穿孔ときに階段穿孔を有し,

側壁には鮮明な対列壁孔ないし階段壁孔がみられる｡道管内壁にはらせん肥厚が存在する｡道管放射組織

間壁孔は階段状,レンズ状,長楕円状となりこれらの中に小さな壁孔が複数みられるのが特徴となる｡2-

5列のターミナル柔組織が顕著｡放射融 鼓は同性のようにみえるが,縁辺に直立細胞が存在し異性Ⅲ型と

なる｡放射組織の帽は1-3列,主に2列となり,高さは1mm以下｡放射組織の上下縁辺の細胞には鋸歯

状に近い突起がみられる｡

分布範囲は温帯から暖帯上部｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮南部に分布する｡山林内や原野に生え

る落葉高木で高さ15m以上に達する｡材は家具,細工物など用途が広い｡皮付きの小丸太は茶室の床柱,

軒の垂木 (たるき)などに使われる｡日本の鮮新世や洪積世から広く種子の遺体が出土する｡

タムシバ (MaglWlt-asalicifoliaMaxim.)

散孔材｡道管の直径は50-100FLmで,単独ないし2-4個が放射状または塊状に複合する｡道管は単穿

孔と階段穿孔を有し,内腔にはチロースが詰まる｡道管側壁に階段壁孔ないし対列壁孔がみられる｡軸方

向柔細胞はト 3列のターミナル状となる｡放射組織は同性ないし異性で,幅は1-2列,ときに3列となり,

高さは通常 1mm以下,ときに1mmを超える｡放射組織の上下縁辺の細胞には鋸歯状に近い突起がみられ

る｡

分布範囲は温帯から暖帯｡本州,九州の山地に生える落葉小高木で高さ10mを超える｡日本海側に多い｡

日本の鮮新世からまれに種子が出土する｡

サラサレンゲ (MagnoliadenwdataDesr.var.pwpurascensRehd.etWils.)

散孔材｡道管の直径は50/∠m以下で,単独ないし2-6個が放射方向あるいは塊状に複合する｡道管は

単穿孔と階段穿孔を有 し,側壁には壁のしっかりした階段壁孔がみられる｡道管内壁にきわめて弱いらせ

ん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔は階段状となる｡年輪界に2-5列のターミナル柔組織がみられる｡

放射組織は同性ないし異性で幅は1-4列となり,高さは1mm以下｡

中国原産の落葉高木｡

ユリノキ属 (LiriodendronL.)
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ユリノキ (ハンテンボク)(Liywdendrontulif,iferaL.)

散孔材｡道管の直径は50-70FLmで,単独ないし2-10個ときにそれ以上が塊状に複合する｡年輪界は

細かな波状となる｡道管は階段穿孔を有し,側壁には対列壁孔が見られる｡道管放射組織間壁孔は階段状

ないし対列状となる｡放射組織は異性で,幅は卜 2列となり,高さは1mm以下｡

北アメリカの東部から中部にかけて自生する｡日本には明治初年にはいる｡公園樹または街路樹として

植えられる落葉高木で高さ20mに達し,原産地では50mを超える｡

マップサ科 (schisandraceae)

サネカズラ属 (KadsuraJusS.)

サネカズラ (ビナンカズラ)(Kadsura]aponicaDunal)

散孔材｡道管は直径 200-300pmのものと501100/m のものが混在する｡道管は単穿孔ときに階段穿

孔を有し,階段の数は30-40本以内となる｡道管内膳にはチロースが詰まり,チロースの壁は厚い｡道管

には着色物質がみられる｡繊維の壁孔は顕著でしばしば2列となる｡道管放射組織間壁孔は階段状,レンズ

状,柵状,長楕円状または大形の壁孔となる｡放射組織は異性で,幅は1-6列,高さは2mm以上ときわ

めて高い｡放射組織の外周部にはさや細胞がみられる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (関東地方以西),四国,九州,朝鮮 (済川島),中国大陸,台湾に分

布する｡低山に普通にみられる常緑つる性木本｡

マップサ属 (schisandTlaMichx.)

マップサ (SchisandrarePandaRadlk.)

散孔材｡道管の直径は年輪始めで通常 200-300FLmとなるが,年輪後半で701100FLm前後のものが単

独で混在し,環孔状を呈する｡道管は単穿孔を有するが,小道管には階段穿孔がみられる｡道管内腔にチロー

スが詰まる｡道管側壁には階段壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔はレンズ状,柵状,長楕円状ないし

階段状となる｡繊維の壁孔が顕著でしばしば2列となる｡放射組織は異性で,幅はト 10列となり,高さ

は1-2mm｡さや細胞が存在する｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮南部の山地に生える落葉つる性木本｡日本

の鮮新牡から種子の遺体が出土する｡

シキミ科 (111iciaceae)

シキミ属 (JLliciumL.)

シキミ (JlliciumamsatumL.)

散孔材｡道管は50/∠m以下で単独ないし2,3個が接線方向に複合して平等に分布するが年輪始めにや

や多い傾向がみられる｡道管は階段穿孔を有し階段の数は40本以上ときわめて多く,内壁にはらせん肥厚

が存在する｡道管側壁の壁孔は不規則となる｡道管放射組織間壁孔は対列状,階段状ないし中形のふるい

状となる｡放射組織は異性で,幅は通常 1,2列,ときに3,4列で,高さは1mm以下｡放射柔細胞の壁

は厚 く,直立細胞は大きくて目立つ｡離接放射換細胞ならびにタイル細胞が目だっ｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (宮城,石川県以西),四国,九州,琉球,朝鮮 (済川島),中国大陸の

山地に生える常緑小高木で高さ2-5m,大きいものは10m を超える｡日本の洪積世から種子が出土する｡

辺材は黄白色,心材は淡紅褐色で肌日経密,やや垂硬,強さも中庸な材である｡ろくろ細工,器具 (寄木

木象候,傘の柄),薪などに用いられる｡関西では古 くからハナノキと呼ばれ,枝葉は仏前に供え,葬式に
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は竹筒に挿して使われる｡

ロウバイ科 (calycamthaceae)

ロウバイ属 (chimonanthusLindley)

ロウバイ (chimonanthusPraecoxLink)

環孔材｡孔圏道管は50-100/Jmで多列となり,孔圏外小道管は花づな状に分布する｡道管は単穿孔を

有し,側壁には交互壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔は疎らなふるい状を呈する｡道管内壁にらせん

肥厚がみられる｡放射組織は異性で,幅は1-6列となり,高さは1-2mm以下｡放射組織にはタイル細

胞が目立ち,まれに穿孔が存在する｡

中国大陸中部に自生する落葉低木で高さ2-5m｡日本には江戸時代初期に渡来し鑑賞用に植えられる｡

クスノキ科 (Lauraceae)

シナクスモドキ属 (cryptocaryaR.Brown)

シナクスモドキ (マルバダモ)(CryptocaryachinensisHemsley)

散孔材｡道管の直径は100-120FLmで,単独ないし放射方向に2,3個複合する｡道管は単穿孔を有し,

側壁には交互壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔は階段状,レンズ状,ふるい状となる｡軸方向柔細胞

は周国状に並ぶ｡放射組織は異性ⅠないしⅢ型で,幅は1-3列となり,高さは1mm以下｡放射柔細胞に

は黒くて小さい粒状物が多数みられる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡九州 (宮崎県,種子島),台湾,中国大陸南部に分布する｡暖地に生える常

緑高木｡

クスノキ属 (cinnamomumBoehmer)

クスノキ (クス)(Cinnamomumcamf'horaPresl)

散孔材｡道管の直径は100-200/∠mでしばしば200/∠mを超え,単独ないし2-4個がおもに放射方向な

いし不規則に複合して平等に分布する｡道管はほとんど単穿孔を有し,きわめて稀に階段穿孔となる｡道

管内腔には平板状ないし泡状のチロースが存在する｡道管内壁には方向の不定ならせん肥厚がみられる｡

油細胞がさや状に道管を囲むのが顕著｡道管放射組織間壁孔は大形のレンズ状,長楕円状,ふるい状となる｡

軸方向柔細胞ならびに放射柔細胞の一部は油細胞となって大きく膨らんでみられ,横断面では道管と見間

違える恐れがある｡放射組織は異性Ⅲ型で,幅は1,2列ときに3列となり,高さは0.5mm以下｡ビスフ

レックが存在する｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (関東地方以西),四国,九州,済川島,中国大陸中南部,ベ トナムに

分布する常緑高木で高さは通常 20m,ときに50mを超え,直径 5-8mに達することがある｡日本の洪積

世や鮮新世から遺体の報告はないが,沖積層からは報告がある｡辺材は灰白ないし淡黄褐色｡肌目はやや

粗く,交錯木理をあらわすことが多い｡しばしば玉杢その他美麗な紋理をあらわす｡強い芳香 (樟脳臭)

がある｡重さ中庸ないしやや軽い｡硬さ･強さも中庸｡耐朽 ･保存性はきわめて高い｡建築 (とくに洋風

建築,欄間,床柱,床板),器具 (寄木木象蕨,額縁,木魚,衣料箱,木形,浮子),家具 (洋家具,仏壇,

衣装棚),楽器,船舶 (木船,ジャンク,船内造作),車両 (水車),彫刻,ろくろ細工などに用いられる｡

材,梶,葉からは樟脳をとる｡

ヤブニ ッケイ (cinnamomuminsularimontanumHayata)
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散孔材｡道管の直径はクスノキより小さく100/∠m前後で,単独ないし2-5個が放射状あるいは塊状に

複合する｡油細胞が道管をさや状に囲む｡道管は壁がやや厚 く,単穿孔と階段穿孔を有する｡道管内壁に

かすかならせん肥厚がみられ,内腔には平板状ないし泡状のチロースがみられる｡道管放射組織間壁孔は

長楕円状,階段状ないしふるい状となる｡放射組織は異性Ⅲ型で,幅は1,2列となり,高さは0.5mm以

下｡軸方向柔細胞ならびに放射柔細胞の一部が油細胞となるが,あまり顕著でない｡ビスフレックが存在

する｡

分布範囲は暖帯｡本州 (宮城県,富山県以南西),四国,九州,琉球,小笠原,朝鮮南部,台湾,中国大

陸中南部に分布する｡山地に生える常緑高木で高さ15-20m｡

ニッケイ (CinnamomumsieboldiiMeisner)

散孔材｡道管は50-70FLmで,単独ないし2-4個が放射方向に複合 し,油細胞に囲まれる｡道管は単

穿孔と階段穿孔を有するが,階段の数は1-10本と少ない｡道管の内壁にかすかならせん肥厚がみられ,

内腔にはチロースが存在する｡道管側壁に交互壁孔がみられる｡周囲柔組織が顕著｡道管放射組織間壁孔

は大形のレンズ状,階段状,ふるい状 となる｡軸方向柔細胞ならびに放射柔細胞の一部は大形の渦細胞と

なる｡放射組織は異性Ⅲ型で,幅は1,2列ときに3列となり,高さは1mm以下｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡琉球の徳之島,久米島,沖縄北部に野生状に分布し,四国,九州,本州の

暖地に栽培する常緑高木｡

タブノキ属 (MachiLusNees)

タブノキ (イヌグス)(MachilusthunbergitSleb.etZuce.)

散孔材｡道管の大きさは中庸で 100-120/Jm前後となり,単独ないし2-4個が主に放射方向に複合 し

て平等に分布する｡道管は壁が厚 く,ほとんど単穿孔,まれに階段穿孔を有する｡道管内腔にはチロース

が存在し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡周囲柔組織は顕著でしばしば油細胞を含む｡道管放射組織間

壁孔はレンズ状,ふるい状となる｡放射組織は異性Ⅲ型で,幅は1-3列,高さは0.5mm以下｡放射組織

の直立細胞の-一部は油細胞となり,大きく膨らんでみられる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (日本海側は青森県から,太平洋側は岩手県中部から南),四国,九州,琉球,朝

鮮南部,台湾,中国大陸南部,フィリピンに分布する｡暖地の山中にもあるが,海に近いところに多い常

緑大高木で高さ30m,直径3.5mに達する｡日本の洪積世から遺体が出土する｡辺材は淡黄褐色,心材は

紅褐色｡肌目は粗 く,しばしば交錯木現や杢があらわれる｡重さ･強さ･耐朽 ･保存性いずれも中庸｡建

築 (土台,板類,内部造作),家具 (洋家具,陳列棚),器具 (木魚,柄,ブラシ木地,下駄の歯),土木 (秩

木),船舶 (小船用具),彫刻,薪炭,パルプに用いられる｡

ホソバタブ (アオガシ)(MachilusjaPonicaSieb.etZucc.)

散孔材｡道管の直径は100/∠m前後で,単独ないし放射方向に2,3個複合する｡道管は単穿孔,まれに

階段穿孔を有する｡道管側壁に交互壁孔がみられる｡道管の壁はあまり厚くない道管放射組織間壁孔は階

段状,レンズ状,長楕円状ないしふるい状となる｡道管内壁にはあまり顕著でないらせん肥厚がみられる｡

軸方向柔細胞は周剛 犬となる｡放射組織は異性Ⅲ型で,幅は1-3列となり,高さは0.5mm以下｡油細胞

は軸方向柔細胞にみられることがある｡

分布範囲は暖帯｡本州 (近畿地方以西),lq国,九州,琉球,小笠原,朝鮮南部に分布する｡暖地の山中

に生える常緑高木で高さ10-15mとなる｡

クロモジ属 (LinderaThumb.)
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クロモジ節 (sect.LindeTla)

カナクギノキ (LinderaerythrocarPaMakino)

散孔材｡道管は直径 70-100FLmでほぼ単独ときに2,3個放射方向に複合する｡道管の壁は厚 く,ほと

んど単穿孔まれに階段穿孔を有する｡道管にらせん肥厚ならびにチロースが存在する｡道管放射組織間壁

孔はふるい状｡放射組織は異性Ⅲ型で,幅はト 3列となり,高さは1mm以下｡ビスフレックがみられる｡

油細胞が放射組織にときどき,軸方向柔細胞にまれにみられる｡さや細胞が存在する｡

分布範囲は温帯下部から暖帯｡本州 (静岡県,長野県以西),四国,九州,朝鮮,中国大陸中部に分布す

る｡山中に生える落葉高木で高さ3-15mとなる｡材は小細工や楊子に用いられる｡

クロモジ (LinderaumbellalaThunberg)

散孔材｡道管は70/∠m前後で単独のものが多いが,2-4個が放射方向に複合する傾向がある｡道管には

単穿孔と階段穿孔がみられ,壁は厚い｡道管にらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔はふるい状｡

放射組織は異性IIないしⅢ型で,幅は1-3列となり,高さは1mm以下｡油細胞は比較的少ない｡ビスフ

レックが存在する｡

分布範囲は温帯下部から暖帯｡本州,四国,九州,中国大陸に分布する｡山中に普通にある落葉低木で

高さ2-6m となる｡材に芳香があるので妻楊子に用いられる｡

ダンコウバイ (LinderaobtusilobaBlume)

散孔材｡道管は直径 50FLm前後で,単独ないし2,3個まれに4個放射方向に複合する.道管は単穿孔

と階段穿孔を有し,階段の数は10本以内となる｡道管はかすかならせん肥厚を有し,内腔にはチロースが

詰まる｡道管側壁には交互壁孔がみられる｡なお,道管壁は厚 く,特に道管同士の接する壁は厚い｡道管

放射組織間壁孔は大形のふるい状となる｡放射組織は異性[ないしⅢ型で,幅は卜 3列となるが,通常2

列のものが多く,高さは1mm以下｡軸方向柔細胞ならびに放射組織の直立細胞の一部はしばしば油細胞

を含むことがある｡ビスフレックが存在する｡放射組織に結晶がみられる｡

分布範囲は温帯下部から暖帯｡本州 (新潟県,関東以西),四国,九州,朝鮮,中国大陸 (即 日,湖北,

Wr江,江蘇, 遠島半島)に分布する｡暖地の山中に生える落葉小高木で高さ3-7m となる｡

ヤマコウバシ (LinderaglaucaBlume)

散孔材｡道管は50-80/∠mで単独ないし2-4個放射方向に複合する｡道管は単穿孔,ときに階段穿孔

を有する｡道管はかすかならせん肥厚を有し,側壁に交互壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔はふるい状｡

放射組織の縁辺の直立細胞の一部は油細胞となることがある｡放射組織は異性Ⅲ型で,幅は1-3列となり,

高さは1mm以下｡放射組織に結晶が存在する｡ビスフレックが多い｡

分布範囲は温帯下部から暖帯｡本州 (関東以西),四国,九州,朝鮮,中国大陸に分布し,山中に生える

落葉低木で高さ2-7m となる｡日本の洪積世から葉の遺体が出土する｡

シロモジ節 (Linderasect.PraecocesKitamura)

アブラチ ャン (LinderaJ'raecoxBlume)

散孔材｡道管の直径はほぼ50FLmで単独ないし215個が放射方向に複合するo道管の壁は厚 く,単穿

孔と階段穿孔を有する｡道管の内壁にらせん肥厚がみられ,内腔にチロースが存在する｡道管側壁に交互

壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔はふるい状｡放射組織は異性ⅠないしⅢ型で,幅は1-2列となり,

高さは1mm以下｡油細胞はほとんどみられない｡

分布範囲は温帯下部から暖帯｡本州,四国,九州に分布する｡山中のやや湿ったところに生育する落葉
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低木で高さ3-6m となる｡日本の鮮新世から果実の遺体が出土する｡

シロモジ (LinderatrilobaBlume)

散孔材｡道管直径は50/∠m以下で,単独ないし2-4個複合する｡道管は単穿孔と階段穿孔を有する｡

道管内壁にらせん肥厚が存在する｡繊維にもらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔はふるい状｡放

射組織は異性 Ⅰおよび[型で,幅は1-5列となり,高さは1-2mm に達する｡放射組織は単列部を介し

て2,3個が軸方向に複合する｡油細胞はほとんどみられない｡ビスフレックが存在する｡

分布範囲は温帯下部から暖帯｡本州 (長野県,静岡県以西),凹国,九州,中国大陸中部に分布する｡日

本の洪積世から果実の遺体が出土する｡山中に普通にある落葉低木で高さ4-6m となる｡材は強靭なので

杖とする｡

ゲッケイジュ属 (LaurusL.)

ゲッケイジュ (ロウレル)(I,aurusnobilisL.)

散孔材｡道管は直径 100pm前後で,単独ないし2-5個放射方向に複合する｡道管は通常単穿孔,まれ

に階段穿孔を有する｡道管側壁に交互壁孔｡道管放射組織間壁孔はふるい状｡放射組織は異性Ⅲ型で,幅

は1-3列ときに4列となり,ほとんどが高さ1mm以下となる｡軸方向柔細胞ならびに放射組織の直立細

胞の一部が油細胞となる｡軸方向柔細胞および放射柔細胞に黄色の着色物質がみられる｡ビスフレックが

存在する｡

分布範囲は暖帯｡地中海沿岸地方の原産｡日本-は1905年頃渡来｡栽培する常緑低木または高木で高さ

12mに達する｡材はかなり堅いので寄せ木組二1二に用いられる｡

シロダモ属 (NeolitseaMerrill)

シロダモ (NeolitseasericeaKoidzuml)

散孔材｡道管は100/∠m前後で,ほぼ単独ときに放射方向に2,3個複合して平等,かつやや疎に分布す

る｡道管は単穿孔,ときに階段穿孔が認められる｡周囲柔組織が顕著.)道管放射組織間壁孔は階段状,長

楕円状ないしふるい状となる｡放射組織には大形の直立細胞がみられる異性Ⅲ型で,幅は1,2列,ときに

3,4列,高さは1mm以下.油細胞はほとんどみられない｡軸方向柔細胞や放射組織の直立細胞の一部が

大形となり,内部に黄色い着色物質を含む｡ビスフレックが存在する｡

分布範囲は暖帯｡本州 (宮城県,山形県以南),四国,九州,琉球,小笠原,朝鮮半島南部,中国大陸中

南部に分布する｡暖地の山野に普通にあるが,特に沿海地に多い常緑高木で高さ10-15mとなる｡辺 ･心

材の区別なく淡灰褐色｡肌目は撤密｡布巾ま重さ中庸で,やや軟らかく,建築,器具,小細工物,薪炭に用

いられる｡

イヌガシ (NeolitseaaciculataKoidzumi)

散孔材｡道管は直径 70/Jm前後で,単独ないし放射方向に2,3個複合 して平等に分布する｡道管は単

穿孔,ときに階段穿孔を有し,側壁には交互壁孔がみられる｡道管内壁にかすかならせん肥厚がみられる｡

放射組織は異性IIないしⅢ型で,幅は1,2列となり,高さは1mm以T｡油細胞はほとんどみられない｡

分布範囲は暖帯｡本州 (房総半島以西),四国,九州,琉球,台湾,朝鮮南部に分布する｡暖帯林に生え

る常緑小高木で高さ4-9m となる｡材の用途はシロダモと同様で,器具材,小細工物,薪炭材に用いられ

る｡

ハマビワ属 (LkseaLamarck)
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ハマビワ (I,itseajaf'onicaJuss.)

散孔材.道管は直径 50100FLmであるが,おおむね100FLm前後で,年輪外境で50FLmとなるO道管は

単独ないし放射方向に2,3個複合して平等に分布する｡道管はほとんど単穿孔,ときに階段穿孔を有し,

側壁に交互壁孔がみられる｡道管内腔にかすかならせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は顕著な周囲状で

一部散在状となる｡道管放射組織間壁孔は階段状,長楕円状,ふるい状となる｡放射組織は異性Ⅲ型で,

幅は1-3列となり,高さは1mm以下｡軸方向柔細胞および放射柔細胞に油細胞がみられる｡ビスフレッ

クが存在する｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (山口県,島根県),四国,九州,琉球,朝鮮南部に分布する｡海岸の

近くに生える常緑高木で高さ7-10mとなる｡沿海地の防潮林,防風林として植栽される｡材は器具材,

薪炭材などに用いられる｡

バリバリノキ (アオカゴノキ)(LttseaacuminataKtlrata)

散孔材.直径 100FLm前後の道管が単独ないし放射方向に2,3個複合して散在する｡道管はほとんど単

穿孔であるが,ときに階段穿孔を有する｡道管内腔にチロースが詰まる｡繊維は隔壁を有するが,これは

カゴノキとの相違点となる｡軸方向柔細胞は周囲状となるが,油細胞をあまり含まない｡道管放射組織間

壁孔は長楕円状ないしふるい状となる｡放射組織は異性Ⅲ型で,幅はト 3列となり,高さは1mm以下｡

ビスフレックが存在する｡

分布範囲は暖帯｡本州 (千葉県以西),四国,九州,琉球に分布する｡暖地の山中に生える常緑高木で高

さ10-15mに達する｡日本の洪積世から葉の遺体が出土する｡材は器具材,細工物,薪炭材のほかに建築

材,家具材,彫刻材,木魚,小船用材に用いられる｡

カゴノキ (LitsealancifoliaF.Vill.)

散孔材｡道管は100FLm前後で,単独ないし2-3個が放射状または塊状に複合するo道管は壁がやや厚

く,単穿孔と階段穿孔を有する｡軸方向柔細胞は顕著な周囲状となり,柔細胞の一部は油細胞となる｡道

管放射組織間壁孔はふるい状｡放射組織は異性Ⅲ型で,幅は1-3列となり,高さは1mm以下｡油細胞は

多く,そのほとんどは軸方向柔細胞にみられるが放射柔細胞にもみられる｡ビスフレックがみられる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (千葉県以西),凶国,九州,琉球,朝鮮南部,台湾に分布する｡暖地

に生える常緑高木で高さ22m に達する｡日本の洪積世から葉の遺体が出土する｡幹の樹皮は鹿の子まだら

にはげ落ちることから鹿子の木という｡材は農具,雑器具,細工物,薪炭材,船舶用部材,建築材 (柱,

敷居,板など),家具材,車両材のほかに特殊な用途として鼓 (つずみ)の胴に用いられる｡

アオモジ (LitseacubebaPers.)

散孔材｡道管は直径 50-150/Jmで,大半は100/∠m以上となり,単独ないし2,3個が放射方向ないし

不規則に複合する｡道管は通常単穿孔を有するが,まれに階段穿孔 もみられる｡道管は壁が厚 く,内腔に

はチロースが存在し,側壁には交互壁孔がみられる｡道管内壁にらせん肥厚が存在する｡道管放射組織間

壁孔はやや大形のふるい状となる｡放射組織は異性Ⅲ型で,幅は1-3列ときに4列となり,高さは2mm

以Tである｡ビスフレックがみられる｡油細胞はほとんどみられない.

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (岡山県,山口県),九州,琉球,台湾,中国大陸南部,マレーシア,

インドに分布する｡暖地の山中に生える落葉小高木で高さ3-7m となる｡木射ま器具材,細工物,薪炭材に

用いられる｡
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ハスノハギリ科 (Hernandiaceae)

ハスノハギリ属 (HernandiaL.)

ハスノハギリ (Hernandianymf,haefoliaKubltZki)

散孔材｡年輪界は不明瞭｡道管は直径 50-80FLmで,単独ないし21-8個が塊状に複合する｡道管の壁

は全体に薄い｡軸方向柔細胞は翼状柔組織を構成する｡この点はキリに類似する｡道管は単穿孔を有し,

道管側壁に交互壁孔がみられる｡軸方向柔細胞は幅広く大形で,しばしば油細胞株に膨らんだ細胞が存在

する｡道管放射組織間壁孔は大形でレンズ状となる｡放射組織はほぼ異性で,幅は1,2列となり,高さは

1mm以下｡キリの放射組織のようには両端は角張らない｡構成細胞にデンプン粒が多い｡

分布範囲は亜熱帯から熱帯｡小笠原諸島,琉球列島の沖永良部以南,熱帯アジア,アフリカ東部,ポリ

ネシアに分布する.熱帯の海岸林に多い常緑高木で高さ7-20mに達する｡材は軽 くて軟らかく加工 Lや

すいので,箱,下駄,カヌーなどに用いられるが腐 りやすい｡

ヤマグルマ科 (Trochodendraceae)

ヤマグルマ属 (TrochodendTm Sieb.etZuec.)

ヤマグルマ (Trocho(lelulronaralwidesSieb.etZucc.)

道管を有しない｡仮道管からなり横断面は放射組織が広いことを除けば針葉樹材に似る｡早材仮道管の

側壁には階段壁孔が顕著｡軸方向柔細胞は晩材部にまばらにみられる｡仮道管と放射組織間の壁孔は階段状,

対列状ないし上下方向に一列に並ぶ｡放射組織は異性で,幅は118列となり,高さは112mm以下であ

るが,ときに2mm以上に達することがある｡放射組織にさや細胞がみられる｡

分布範囲は暖帯上部から温帯下部｡本州,四国,九州,朝鮮南部,台湾,中国大陸南部に分布する｡谷

間の崖や岩場に生える常緑高木で高さ20m に達する｡材は器具,旋作に用いられる｡樹皮からはとりもち

が得られる｡

フササクラ科 (Eupteleaceae)

フサザクラ属 (EupteLeaSieb.etZucc.)

フサザクラ (Euf,teleal'olyandraSieb.etZucc.)

散孔材｡道管は直径30-80/∠mで,ほとんど単独で存在するが,ときに2,3個複合することがある｡

道管は年輪の中央部で最大径になる傾向がある｡道管は階段穿孔を有し,階段の数は多い｡道管の側壁は

対列壁孔および階段壁孔を有する｡道管放射組織間壁孔は階段状ないしふるい状となる｡放射組織は異性

で幅が広く,10列に達し,高さは通常 1-2mm,ときに2mmを超える｡

分布範囲は温帯から暖帯上部｡本州,四国,九州に分布する｡水湿のある谷間に生える落葉高木で高さ
は通常 3-5mで,ときに20mに達する｡辺 ･心材の区別はなく,ともに灰白色｡肌目は敏密であるが重さ･

強さとも中庸な材｡建築 (建具),船舶 (鰭,椛),ろくろ細工,薪炭などに供される｡

カツラ科 (cercidiphyllaceae)

カツラ属 (CercidiphyLlumSieb.etZucc.)

カツラ (Cercidiphyllum]a♪onicL仰 Sieb.etZucc.)

散孔材｡道管は薄壁で角ぼっており,直径は50-70FLmでやや小さいが多数分布する｡横断面での道管
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の占有率が多い｡道管は階段穿孔を有し,階段の数はきわめて多い｡道管に平板状のチロースがみられる｡

道管側壁に階段壁孔がみられる｡軸方向柔細胞は少ない｡道管放射組織間壁孔は対列状ないしは階段状と

なる｡放射組織は異性で,幅は1,2列,単列のみのものは1-10細胞高,2列のものは単列部と2列の部

分が数回重なる場合もあって高さ1mm以下｡

分布範囲は暖帯から温帯｡北海道,本州,四国,九州に分布する｡水湿のある渓谷林に生える落葉高木

で高さ30m,直径2mに達する｡日本の洪積世から果実の遺体が出土する｡辺材は昔縁黄白色,心材は褐

色｡肌目は細かくきわめて均質な材であるが,敏密とはいえない｡軽軟で,耐朽 ･保存性は低いが,切削 ･

加工は容易o表面仕上げは良好｡建築 (内部造作),器具 (仏具,狙板,裁板,碁盤,将棋盤,図板,額縁,

木形,ブラシ木地,盆,箱,漆器木地,寄木木象候,下駄とその歯,棉,鉛筆軸木),家具 (和洋家具,仏

檀),楽器 (ピアノ･オルガンの外囲),土木 (枕木,橋梁),船舶 (船底),彫刻 (版木,神仏像),ろくろ

細工に用いられる｡

メギ科 (Berberidaeeae)

メギ属 (Bel･berisL.)

ヒロハヘビノボラズ (BerberisamurensisRupr.)

環孔材｡孔困道管は直径50-70FLmで1列に疎らに並び,孔圏外では20FLm以下の道管20-30個が放

射状ときに火炎状に集団をなして配列する傾向がある｡道管は単穿孔を有 し,内壁にはらせん肥厚がみら

れる｡道管側壁に交互壁孔｡放射組織は異性で,幅は1-10列となり,高さは4mm以上ときわめて高い｡

放射組織にさや細胞がみられる｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国大陸東北部,アムールに分布する｡山地に生

える落葉低木で高さ3mくらいになる｡

メギ (BeγbenstlwnbergiiDC.)

環孔材｡孔圏道管は70-100FLmで一列に並び,孔圏外には40FLm以下の道管が集団をなし花づな状に

分布する｡道管は単穿孔を有し,側壁には交互壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔はふるい状となり分

布は疎らである｡放射組織は同性で,幅は1-10列となり,高さはきわめて高い｡放射組織には菱形の結

晶がみられる｡さらに,放射組織にさや細胞がみとめられるが顕著でない｡

分布範囲は暖帯から温帯｡本州 (関東以西),四国,九州に分布する｡山地に生える落葉低木で高さ2m

くらいになる｡日本の洪積世から葉の遺体が出土する｡名は目木の意味で,洗顔薬に用いられた｡

ナンテン属 (NandinaThumb.)

ナンテン (Nandil↑αdomesticaThumb.)

放射孔材｡年輪始めの道管はいくぶん大きく,60FLmを超えるがその他は30FLm以Tとなり,2-5列を

なして放射状に配列する｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡また,繊維にデンプン

粒が密に詰まる｡放射組織は異性で平伏細胞と直立細胞とが混在 し,幅は10列近くに達し,高さはきわめ

て高い｡放射組織とその他の組織の間に中間的な長さの柔細胞がみられ,放射組織の境界が不鮮明となる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (東海道以西),凶国,九州,中国大陸,インドに分布する｡庭によく植えられる

常緑低木で高さ1-3m となる｡果実はアルカロイドを含みせき止めなど薬用に用いられる｡葉を食物の上

にのせて進物とする風習は食当たりの ｢難転ずる｣まじないとされる｡

ヒイラギナンテン属 (MahoniaNutt.)
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ヒイラギナンテン (Maholmi jaPonicaDC.)

環孔材｡道管径は50/∠m以下｡年輪始めの道管はやや大きい程度で,接線状に短 くあるいは不連続に並

ぶ傾向がある｡孔圏外小道管はやや放射方向に並ぶ傾向がみられる｡全体としては散礼状にみえる｡道管

は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚が存在する｡道管側壁に交互壁孔｡隔壁繊維が存在する｡軸方向柔

細胞には多重結晶細胞がみられる｡放射組織は異性で,幅は1-10列となり,高さはきわめて高い｡放射

組織にときに単穿孔がみられる｡

台湾,中国大陸,ヒマラヤに自生する｡

ツヅラフジ科 (Menispermaceae)

アオツヅラフジ属 (cocculusDC.)

コウシュウウヤク (イソヤマアオキ)(CoccもLlusLaurt'foliusDC.)

散孔材｡通常直径 50FLm以下の道管がほぼ単独で分布するが,年輪界には80/爪 はどの道管がきわめて

疎らにみられる｡年輪界に材内師部が接線状に並ぶのが著 しい特徴となる｡道管は単穿孔を有し,側壁に

交互壁孔がみられる｡軸方向柔細胞は材内師部の列に沿って帯状に密集する｡放射組織は異性で,広放射

組織を有し,帽は20列以上となる｡放射組織に大小の結晶がみられる(｡放射組織の占有率が高い｡

分布範囲は暖帯,亜熱帯から熱帯｡九州 (南部,屋久島,種子島),脆球,台湾,中国大陸,東南アジア

に分布する直立性の常緑低木で高さ3mとなる｡

アケビ科 (Lardizabalaceae)

ムベ属 (stauntoniaDC.)

ムベ (トキワアケビ)(stauluWLiahexaphyllaDecaisne)

環孔材｡大道管は直径 150-400FLm,小道管は50FLmほどでこれ方が多数混在する｡孔圏道管は不連続

となる｡道管は単穿孔を有し,内壁には水平に巻いたらせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡放射

組織には広放射組織がみられ,高さはきわめて高い｡放射組織にはさや細胞がみられる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯.本州 (関東地方以西),凹国,九州,琉球,朝鮮南部に分布する｡常緑つる

性の木本｡

アケビ属 (AkebhzDeeaisne.)

アケビ (AkebiaquinataDecalSne.)

環孔材｡道管は直径 100-200FLmのものと50FLm以下のものが混在 し散孔状を呈する｡大道管は散在し,

特に年輪界に接 して並ぶことはない｡大道管と小道管の違いは顕著｡道管は単穿孔を有 し,内壁にらせん

肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡柾目面では大道管に接 して不規則な形状の柔細胞が並ぶ｡繊維に

もらせん肥厚がみられる｡放射組織は異性で,広放射組織を有し,高さはきわめて高い｡放射組織の占有

率が高い｡

分布範囲は温帯から暖帯｡本州,凶国,九州,朝鮮,中国大陸に分布する｡山野に普通な落葉つる性木本.

ミソバアケビ (AkebiatrtfoliataKoldzumi)

環孔材｡道管は直径 100-200/爪 のものと50FLm以Tのものが混在 し散礼状を呈する｡道管は単独ない

し2,3個複合して分布する｡道管は単穿孔を有し,側壁には交互壁孔がみられる｡道管内壁にらせん肥厚

が存在する｡繊維にもらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔はふるい状となる｡放射組織は異性で,
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広放射組織を有し,高さはきわめて高い｡放射組織の占有率が高い｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,中国大陸の山野に普通に生える落葉つる性木本｡

つるはアケビ篭などの細工物に用いられる｡

ボタン科 (paeoniaceae)

ボタン属 (paeonhzL.)

ボタン (Paeoniasu/fruticosaAndr.)

環孔材｡孔圏部は6-8列であるが散孔性となる｡道管の大きさは孔圏では50/1m,孔圏外では20FLmほ

どとなる｡道管は単穿孔ないし階段穿孔を有し,後者は2-4本の階段からなる｡道管には網状に近い穿孔

もみられる｡道管にらせん肥厚が存在する｡道管放射組織間壁孔はレンズ状で,比較的疎らに分布する｡

放射組織は同性で,幅は1-3列となり,すべて直立細胞のみからなるのが特徴となる｡放射組織の高さは

1mnl以下｡

庭に栽培される中国原産の落葉低木｡日本では平安時代から栽培された｡

マタタビ科 (Actinidiaceae)

マタタビ属 (AcdnidiaLindley)

シマサルナシ (ActinidiarufaPlanchonexMlq.)

環孔材｡道管は直径50-400FLmであるが,50-100FLmのものと250-400FLmのものが多く,これらが

ほぼ単独で分布する｡道管は階段穿孔を有する｡道管内腔にはときにチロースが詰まる｡道管放射組織間

壁孔はふるい状となる｡放射組織は異性で,幅は1-6列となり,高さは2mm以下｡

分布範囲は亜熱帯,暖帯南部｡本州 (紀伊半島,山口県),凹国,九州,琉球,朝鮮南部に分布する｡海

に近く生える落葉つる性木本｡

サルナシ (シラクチズル)(ActmtdiaargutaPlanchonexMiq.)

環孔材｡道管は直径50-450FLmであるが,100FLm前後のものと400FLm前後のものが多い｡孔圏はおお

むね単列｡道管は単穿孔を有し,側壁には階段壁孔および対列壁孔がみられる.道管内腔には平板状チロー

スが存在する｡道管にはらせん肥厚がみられ,柾目面でみると道管周囲には不規則な形状をした柔細胞が

みられる｡道管放射組織間壁孔はふるい状となる｡軸方向柔組織は散在状,短接線状,周囲状となる｡放

射組織は異性で,幅は1-6列となり,高さは2mm以上できわめて高い｡ただし,多列部はおおむね1

mm以下で,単列部が長い｡

分布範囲は暖帯上部から温帯｡北海道,本州,四国,九州の日本全土,朝鮮,中国大陸 (東北,西北,

長江流域,LLJ東),ウスリー,樺太に分布する｡LLl林中に普通に生える落葉つる性木本で高さ30mに達する｡

マタタビ (Actinidial'olygamaPlanch.exMaxim.)

環孔材｡道管は直径 1501250iLmのものと501100FLmのものが混在 して分布 し,散孔状となる｡道管

はほとんど単独でみられる｡道管は単穿孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられる｡放射組織は異性で, 幅

は1-3列ときに4列となり,高さは2mm以下｡

分布範囲は暖帯上部から温帯｡樺太,南千轟,北海道,本州,四国,九州,朝鮮,ウスリー,中国大陸 (莱

北,西北,山東,湖北,四川,雲南)に分布する｡LLl林中にやや普通にある落葉つる性木本｡猫および同

属の動物がこの果実を好むことで知られる｡
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ツバキ科 (Theaceae)

ツバキ属 (camelliaL.)

ヤブツバキ (ソバキ)(CamelLia]af,wticaL.)

散孔材｡道管は年輪始めは50FLm前後,年輪外境では30FLm前後と非常に小さい｡道管は階段穿孔を有

し,階段の間隔は広い｡繊維は厚壁で,らせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔は階段状となる｡軸

方向柔細胞は多く,散在状ないし短接線状に配列する｡放射組織は異性で,幅は1-3,ときに4列,高さ

は1mm以下｡放射柔細胞にはしばしば大形の結晶が存在し,柾目面や板目面でみると結晶細胞が洋酒棒

状に膨れてみえる｡

分布範囲は暖帯｡本州,四国,九州,琉球,朝鮮南部に分布する｡海岸によく生育するが山中にもある

常緑高木で高さ15m に達する｡鮮新L虹や洪積世の化石は知られていない｡辺 ･心材の区別なくともに紅褐

色｡肌目･木理撤密,重硬 ･強靭で,耐朽性の高い良材｡建築,器具 (丸物漆器木地,菓子盆,木型,ブ

ラシ背板,木魚,撞木,木槌,将棋の駒,柄,秤,喫煙パイプ,柄),楽器 (撹),船舶 (滑り台),彫刻,

版木,くり物 (筆立,算盤玉,コイルの心),薪炭 (蒔絵金粉研磨炭)に用いられ,ツゲ,サクラ,ナツメ,

コクタンなどの模擬材となる｡葉は土器の研磨に,花は疏菜の駆虫剤に,種子からは椿油がとれる｡

サザンカ (Camellia sasanquaThumb.)

散孔材｡道管は直径 50FLm以下であるが,年輪始めには50FLmほどの道管が多くみられ,年輪後半に向

かって大きさは漸次小さくなる｡道管は階段穿孔を有し,階段の数は20本以下｡繊維の壁は厚く,らせん

肥厚がみられる.放射組織は異性で,幅は13列となり,高さは1mm以下｡放射組織には洋酒棒状の結晶

細胞がみられ内部に100FLmにも達する結晶が詰まる.

分布範囲は暖帯南部｡本州 (山口県),四国,九州に分布する｡日当たりのよい丘陵に生育する常緑小高

木で高さ5mとなる｡

チャノキ (チャ)(CamelliasinelWIS0.Kuntze)

散孔材｡道管は直径 50FLm以下で,ほとんど単独ないし接線方向に2,3個複合するものが認められるが,

上下の道管要素が重なり合って複合しているようにみえるものがほとんどである｡道管は階段穿孔を有し,

階段の数は1-40本となる｡道管側壁には階段壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔は大形の階段状となる｡

放射組織は異性 ⅠとⅠ型で,幅は1-3列であるが主に2列となり,高さは2mm以下｡2-4個以上の放射

組織が単列部を介して軸方向に連なることがある｡ビスフレックがみられる｡

分布範囲は暖帯｡中国大陸西南部に野生する常緑低木で高さ1-2m となる｡日本では熊本県や宮崎県に

野生化して群生 しているが,暖帯ではしばしば野生化しているのがみられる｡日本へは仏僧最澄が805年

に持ち帰 り,仏僧栄西が1191年に中国大陸から持ち帰って後に広く栽培されるようになった｡

ナツツバキ属 (SlewarthzL.)

ナツツバキ (Stewartiapseudo-camelliaMaxim.)

散孔材｡直径 100/∠m前後の道管がほぼ単独ときに接線方向に2,3個複合 して平等に分布するが,年輪

後半では急激にその直径や分布数が減少する｡道管は階段穿孔を有 し,階段の間隔は広い｡道管内壁にら

せん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔は階段状,対列状ないし大形のレンズ状の壁孔がみられる｡軸

方向柔細胞は散在状ないし短接線状に配列｡放射組織は異性で,幅は1-3列,高さは1mm以下｡放射柔

細胞は厚壁で大形の直立細胞がみられる｡

分布範囲は温帯｡本州 (福島県 一新潟県以南),四国,九州,朝鮮に分布する｡山中に生える落葉高木で
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高さ15mmに達する｡日本の鮮新世から果実の遺体が出土する｡辺 ･心材の区別なくともに紅褐色｡肌目

は赦密であるが,木理は粗い｡やや重く,強靭 ･堅硬な材｡建築 (とくに皮付き床柱),器具 (玩具,箱,

柄,秩,酒の搾り木,塗物木地,棉),船舶 (滑り台),彫刻,ろくろ細工 (盆などの挽物),薪炭などに用

いられる｡

ヒメシャラ (StewartiamonadelPhaSieb.etZucc.)

散孔材｡道管の直径は50-120〝mで,ほぼ 100/∠mの道管が単独ときに2,3個複合して分布する｡道

管は階段穿孔を有し,階段の間隔は広い｡道管内壁にらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔は大形

の階段状となる｡軸方向柔細胞は散在状ないし短接線状を呈し,結晶を含む多室柔細胞が存在する｡放射

組織は異性で,幅は1-3列となり,高さは1mm以下｡

ナツツバキと酷似するが,ヒメシャラは柔細胞中に15×20FLm程度の結晶が認められ,細胞は多重状

を呈するので区別できる｡

分布範囲は温帯｡本州 (神奈川県箱根以西),四国,九州に分布する落葉高木｡

ヒメツバキ属 (SchimaReinwardtexBlume)

イジュ (Schfmawallichl'1'Korth,)

散孔材｡道管は直径 50-100/′mで,単独ないし2,3個が複合して,多数分布する｡道管は階段穿孔を

有し,階段の間隔は広い｡道管内腔にチロースが少量みられる｡道管側壁はときに階段状となる｡道管放

射組織間壁孔は平伏細胞との間ではふるい状となり,直立細胞との間では階段状ないし対列状となる｡軸

方向柔細胞に結晶が存在する｡放射組織は異性でほとんど単列,ときに2列となり,高さは1mm以下｡

分布範囲は亜熱帯｡琉球 (奄美大島,沖縄島,徳之島,宮古島,石垣島,西表島),台湾,中国大陸南部,

インドシナ,タイ,スマ トラ,ジャワ,ボルネオに分布する｡琉球に普通にある常緑小高木で高さ10mを

超える｡ジャワでは樹皮を魚毒に用いられる｡

モツコク属 (TernstroemiaMutisexL.f.)

モッコク (TemstroemiagymnantheraBedd.)

散孔材｡直径 50/∠m以下のきわめて小さい道管がほぼ単独,ときに2-4個複合して平等に分布する｡

年輪界は明瞭でない｡道管は階段穿孔を有し,階段の数は多い｡道管の内壁にやや間隔の広い水平のらせ

ん肥厚と疎らな有縁壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔は小形のふるい状でやや多い｡軸方向柔細胞は

散在状ないし短接線状に分布する｡放射組織は異性で,幅は1-3列,ときに4,5列となる｡放射組織の

高さは多くが 1mm以下であるがときに1mmを超える｡放射組織には大形の直立細胞がみられる｡

分布範囲は暖帯から熱帯｡本州 (千葉県以西南),四国,九州,琉球,朝鮮南部,中国大陸,ビルマ,セ

イロン,ジャワ,ボルネオに分布する｡暖地の海岸近くに野生する常緑高木で高さ10mとなる｡また,き

わめて普通な庭木｡辺 ･心材の区別なくともに鮮赤色｡肌目･木理ともに敏密で重く,概して強靭 ･堅硬

な材｡耐朽 ･保存性高く,ことにシロアリに対して強い｡狂いを生じ易いのが欠点｡

サカキ属 (cLeyeTlaThunt㌍rg)

+A+ (cleyerajaPonicaThumb.)

散孔材｡直径 50/∠m前後のきわめて小さい道管が単独ないし2-4個複合して平等に分布する｡道管は

階段穿孔を有し,階段の数は多く,その間隔は狭い｡道管内壁には間隔が広い水平のらせん肥厚がみられる｡

繊維の一部にもらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は不顕著ないし短按線状｡道管放射組織間壁孔はふ

るい状ないし対列状となる｡放射組織は異性で単列,ときに部分的に2列で,高さは1mm以下｡放射乗組
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胞は厚壁で,大形の直立細胞を有する｡

分布範囲は亜熱帯から暖帯｡本州 (茨城県 -石川県以西南),四国,九州,済川島,台湾,中国大陸に分

布する常緑小高木で高さ10mに達する｡辺 ･心材の区別なくともに淡褐色｡肌日は被密であるが木理はむ

しろ粗い｡ビスフレックが現れ易い｡概して重く,強勤 ･堅硬な材｡建築 (床柱,柿),器具 (柄,秤,箸,

ブラシ背板,櫛,小細工物),船舶 (舟の稗),ろくろ細工,薪炭に用いられる｡枝葉は玉串として神事に

用いられる｡

ヒサカキ属 (EuryaThunberg)

ハマヒサカキ (EuryaemarginataMakino)

散孔材｡道管は直径50-80FLm｡道管は階段穿孔を有し,階段の数は40本以上できわめて多い｡道管放

射組織間壁孔は小形のふるい状となる｡放射組織は異性で,幅は1-6列となり,高さは2mm以下である

がときに2mmを超える｡

分布範囲は亜熱帯から暖帯｡本州 (千葉県以西),凶国,九州,琉球,朝鮮南部,中国大陸に分布する｡

暖地の海岸に生える常緑低木で高さ4mほどになる｡

ヒサカキ (EurJ,ajaf,o'ticaThunberg)

散孔材｡直径 50/∠m以下のきわめて小さい道管がほぼ単独,ときに2-4個複合 して平等に分布する｡

道管は階段穿孔を有し,階段の数は多く,またその間隔は狭い｡道管の内壁にらせん肥厚がみられる｡繊

維の一部にらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔はやや多く対列状となる｡軸方向柔細胞は散在状

ないし短接線状に配列し,柾目面で多数観察される｡放射組織は異性で,幅は1-4列,高さ1mm以下で

あるが,しばしば1-2mmとなる｡放射組織縁辺部の直立細胞の高さがきわめて高いのが目立つ｡サカキ

(cleyerajaPomca)と類似するが放射組織の幅に差のあることや道管の分布数が少ないことによって区別で

きる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (岩手県-秋田県以南),凶国,九州,琉球,朝鮮南部,台湾,中国大

陸に分布する｡暖地の林下にきわめて普通にある常緑の低木ないし小高木で高さ4-8mになる｡辺 ･心材

の区別なく紅褐色｡肌日は撤密で,ビスフレックが現れやすい｡やや重く,強さは中庸｡材質はサカキに

似ているがやや劣る｡木巾ま小器具,薪炭に,木灰は和紙製造に,枝葉は神事に,果実は染料になる｡

オトギリソウ科 (Guttiferae)

テリハポク属 (CaLophyLLumL.)

テリハボク (CaloPhyllumilWl'hyLILUnL.)

散孔材｡道管はほぼ単独で分布する｡横断面で道管間に繊維を介して放射方向にならぶ傾向がみられる｡

軸方向柔細胞は2-4列の狭い帯状にならぶ｡道管は単穿孔を有し,内睦にはチロースがみられる｡道管放

射組織上聞壁孔は大形のレンズ状ないし柵状｡放射組織は単列異性で,高さは0.5mm以Tとなる｡

分布範囲は亜熱帯から熱帯｡琉球 (沖縄群島,八重山群島),小笠原,台湾,熱帯アジア,ポリネシア,

北オース トラリア,マダガスカルに分布する常緑高木で高さ20m,直径 1mに達する｡塩分と強風にはよ

く耐えるので防潮林,防風林に利用される｡材は堅く建築,家具材に利用される｡

オトギリソウ属 (HypericumL.)

ビョウヤナギ (HyJ'ericumchm enseL.)

散孔材｡道管は直径 50FLm以下で,年輪始めにやや大きい道管が複列に並び,環孔性を呈する｡道管は
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単穿孔を有し,内壁には水平に巻いたらせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡隔壁繊維がみられる｡

道管放射組織間壁孔は大形となる｡放射組織は直立細胞と方形細胞からなり,ほぼ同性で主に単列ときに

2列で,高さは1mm以下となる｡

中国大陸に分布する｡庭園に栽培する常緑低木で高さ0.5-1.5mとなるo

スズカケノキ科 (platanaceae)

スズカケノキ属 (phzianusL.)

スズカケノキ (PlatanusorientalisL.)

散孔材｡道管は直径がほぼ100FLmで,単独ないし2-10個不規則に複合 して分布する｡年輪後半には

単独の道管が多い.道管は単穿孔と階段穿孔を有し,階段の数は20本以内となる｡道管側壁に対列壁孔O

放射組織は同性で,幅は卜 15列であるが,7-12列のものが目だち,高さは1mmを超えるものが多い｡

分布範囲は温帯｡バルカン半島からヒマラヤに分布する落葉高木で高さ30mに達する｡日本には明治の

始めに輸入された｡

マンサク科 (Hamamelidaceae)

マルバノキ属 (DisanihusMaxim.)

マルバノキ (DisanthuscercidifoltLusMa-xim.)

散孔材｡道管は直径 50FLm以Tときわめて小さく,単独ないし2-5個が複合 して分布する.道管は階

段穿孔を有し,階段の数は20本以内｡道管内脛にチロースが詰まる｡道管放射組織間壁孔は階段状となる｡

放射組織は異性で,幅は1,2列となるが単列が多く,高さは2mm以下｡放射柔細胞の壁は厚い｡

分布範囲は暖帯上部｡本州 (中部地方以西),四国に分布する｡花尚岩地などのやせ地の谷間に生える落

葉低木で高さ2-3m となる｡

トサミズキ属 (col･ylopsisSieb.etZucc.)

コウヤミズキ (corylopsisgotoanaMakino)

散孔材｡道管は年輪始めは直径 60170FLmで,年輪後半は50FLm以Tとなり,単独ないし2-7個不規

則に複合する｡道管は階段穿孔を有し,階段の数は30本以内｡道管側壁には階段壁孔が存在する｡道管放

射組織間壁孔は階段状となる｡放射組織は異性で1-2列となる｡放射組織が単列部を介して2,3個軸方向

に連なることがある｡

分布範囲は暖帯から温帯｡本州 (中部地方以西),四国,九州のLLl地に生える落葉低木で高さ2-3mと

なる｡

トサミズキ (CoryloPsissPicataSieb.etZucc.)

散孔材｡道管は直径 50FLm以1で ,単独ないし2-8個不規則に複合する｡道管は階段穿孔を有 し,階

段の数は20本前後,ときに20本を超える｡道管側壁には階段壁孔ないし対列壁孔がみられる｡繊維の壁

は厚い｡道管放射組織間壁孔は階段状となる｡放射組織は壁が厚 く,異性]型で1-3列となり,高さは1

mm以下｡直立細胞は多重結晶細胞となり,2-4個の細胞に分かれる｡

分布範囲は暖 帯｡四国 (高知県)の蛇紋岩地に野生 し,また庭木としてよく植えられる落葉低木で高さ

2-3m となる｡

- 84 -



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載[

マンサク属 (HamameLisL.)

マンサク (HamamelisjaPonicaSieb.etZucc.)

散孔材｡直径 50FLm以下の小径の道管がほぼ単独で,ときに216個塊状に複合 して平等に分布する｡

道管は階段穿孔を有し,階段の数は20本以内｡軸方向柔細胞は不顕著なターミナル状および周囲状｡道管

放射組織間壁孔はやや大形の階段状ないし小さい壁孔数個が上下に一列に並ぶ｡放射組織は異性で単列と

なり,まれに部分的に2列となる｡直立細胞は縁辺部に限らず,平伏細胞と直立細胞とが混在する｡放射組

織の高さはほとんど1mm以下であるが,ときに1mmを超える｡放射柔細胞には着色物質が含まれる｡放

射組織の直立細胞がしばしば上下に二つに分かれる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡本州 (太平洋側),凶国,九州に分布する落葉小高木で高さ2-5m,大きい

ものは12mに達する｡辺 ･心材の区別なく紅白ないし淡紅褐色｡材は微密で,やや堅硬 ･強勤｡土木,器

具,薪炭に用いられる｡樹皮も強靭なので皮付きの枝条は土木工事用の柵や背負龍の骨組みにも使われる｡

マルバマンサク (Hamamelts]aPonicaSieb.etZuce.var.obtusataMatsumura)

散孔材｡道管は直径 50/Jm以下ときわめて小さく,単独ないし2-5が不規則に複合 して分布する｡道

管は階段穿孔を有する｡道管放射組織間壁孔は階段状となる｡軸方向柔細胞は少ない｡放射組織は単列異

性で,高さは2mm以下｡

分布範囲は温帯｡北海道西南部,本州 (日本海側のlJ｣地)に分布する｡

イスノキ属 (ヒョンノキ)(DistyliumSieb.etZuee.)

イスノキ (Distyliu桝γaCemOSumSieb.etZucc.)

散孔材｡直径 50/爪 以下の小さい道管がおおむね単独で平等に分布する｡年輪界は不明瞭｡道管は階段

穿孔を有するが,階段の数は少なくかつ階段の幅は広い｡道管内腔には平板状のチロースが存在する｡軸

方向莱細胞が2,3列で接線状にほぼ一定の間隔で配列する｡軸方向柔細胞に多室結晶細胞が顕著で,しば

しば円形に膨れる｡道管放射組織間壁孔は階段状となる｡放射組織は異性で,幅は1,2列,ときに3列と

なり,高さは1mm以下ときに1mmを超え,しばしば平伏細胞の多列部と直立細胞の単列部が交互に軸方

向に長く連なる｡放射柔細胞にも結晶がみられ,細胞が円形に膨れる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (関東以西),凶国,九州,琉球,済川島,台湾,中国大陸に分布する｡

暖地の山に生える常緑高木で高さ8-10m,大きいものは25mに達する｡葉にできる虫こぶは大きくふく

らみ,これを吹くとヒョウと鳴るのでヒョンノキとも呼ばれる｡辺材は帯紅淡黄褐色,心材は紅褐ないし

紫褐色｡肌日はきわめて敏密で,木理はときに交錯している｡日本産材の中で最も重く,最も強い材に属

する｡耐朽性や保存性も高いが,垂硬なだけに切削 ･加工は困難｡建築 (床板,縁板,柱,床柱),器具 (柄,

箱,舵,砂糖棒,ブラシ木地,算盤枠,柄,茶托,ステッキ,寄木細工),楽器 (三味線の稗,琵琶の掻),

薪炭,などに用いられる｡材はソロバン玉にも用いられる｡シタン,コクタンの模擬材となる｡

フウ属 (LiquidambarL)

フウ (LiqutdambarformosanaHance)

散孔材｡道管は大きさがほぼ均一一の70-100FLmほどで,単独のものは少なく2-10個不規則に複合する｡

道管の占有率はきわめて高い｡外傷により垂直細胞間道を生ずる｡道管は階段穿孔を有し,階段の数は15

-30本｡道管は内壁にらせん肥厚を有し,特に道管の尾部で顕著｡道管が互いに接する部分には階段壁孔

がみられる｡道管放射組織間壁孔は階段状｡放射組織は異性で,幅は1,2列であるが,ときに3列となる｡

放射組織の高さはほとんど1mm以下であるが,ときに1mmを超える()放射組織は2,3個連なる｡

中国大陸中南部,台湾に自生し,高さ40mにも達する落葉高木｡日本では中新世,鮮新世に遺体が出土
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する｡

ユキノシタ科 (saxifragaceae)

スクリ属 (RibesL.)

コマガタケスグリ (RibesjaPonicumMaximowicz)

散孔材｡直径50/Jm以下の道管が2-8個複合し,1列に接線方向に不連続に並ぶ傾向があり,これらが

一年輪内に複数本みられる｡道管は階段穿孔を有し,階段の数は20本以内となる｡道管側壁に階段壁孔な

いし対列壁孔がみられる｡隔壁繊維が存在する｡道管放射組織間壁孔はふるい状となる｡板目面での放射

組織の形がブナに似た広放射組織を有し,異性ⅢないしⅢ型で,幅は1-15列となり,高さは1mm以下,

ときに1mm以上となる｡

分布範囲は温帯上部.北海道,本州 (中部以西),凶国 (石鎚山)に分布する｡亜高山帯の針葉樹林下の

小川の近くに生える落葉低木で高さ1.5となる｡

ズイナ属 (IteaL.)

ズイナ (IteajaponicaOliver)

放射孔材｡道管は直径約50FLmで,ほとんど単独ときに2-4個複合し,放射方向に1列に並ぶ｡道管

は階段穿孔を有し,階段の数は50本以上ときわめて多い｡道管側壁には階段壁孔がみられる｡道管放射組

織間壁孔はふるい状で小さく多い｡放射組織は異性Ⅱ型を有するが,個体によってはⅢ型を含み,幅は1-

4列となり,高さは1mm以下であるがまれに1mmを超える｡放射柔細胞は厚壁でかつ異常肥厚壁が目立

つ｡

分布範囲は暖帯｡日本の固有種｡本州 (近畿地方南部),四国,九州｡暖地のLl_仲 に生える落葉低木で高

さ1-2mとなる｡

バイカアマチャ属 (phztycllaterSieb.etZucc.)

バイカアマチャ (PlatycraterargutaSieb.etZucc.)

散孔材｡道管は直径50/Jm以下で,単独ないし2-8個が複合する｡道管は階段穿孔を有し,階段の数

は50本以上となる｡道管側壁には階段壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔は階段状となる｡隔壁繊維が

存在する｡放射組織は同性ないし異性で, 幅は1-5列となり,ほとんど直立細胞で一部平伏細胞から構成

される｡放射組織の高さは2mm以上となる0

分布範囲は暖帯｡本州 (静岡県,奈良県,三重県,和歌山県),四国,九州,中国大陸に分布する｡暖地

のU｣中に生える落葉低木で高さ1-1.5mとなる｡

イワガラミ属 (SchizophragmaSieb.etZuce.)

イワガラミ (Schizof'lwagmahydral≠geOidesSieb.etZucc,)

散孔材｡道管は直径 100-130/∠mで,単独ないし2-5個不規則に複合する｡道管の占有率は高い｡道

管は階段穿孔を有し,階段の数は10本以内で間隔が広い｡なお,階段の太さが太い穿孔板と細い穿孔板が

みられる｡道管の側壁には階段壁孔がみられ,内腔にはときに厚壁チロースが詰まる｡周囲仮道管の有縁

壁孔が目立つ｡軸方向柔細胞および放射柔細胞の水平壁は厚い｡道管放射組織間壁孔はスリット状のもの

がまとまってみられる｡放射組織は異性で,帽は1-7列となり,高さはきわめて高い｡放射組織の外周部

に長さの長いさや細胞が多くみられる｡放射組織に階段穿孔がみられる｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州,欝陵島に分布する｡山林中に普通にみられる落葉低木で
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大きな株では幹の太さ5cmを超え,樹皮は厚い｡

アジサイ属 (HydrangeaL.)

ツルアジサイ (ゴトウズル,ツルデマリ)(HydrangeaPetwlarisSieb.etZucc.)

散孔材｡道管は直径 100-150FLmで,ほとんど単独で分布する｡道管の占有率がきわめて高い｡年輪幅

が狭く環孔材のようにみえる｡道管は階段穿孔を有し,階段の数は多い｡道管側壁には階段壁孔がみられ,

内股には平板状のチロースが詰まる.軸方向柔細胞は少ない｡放射組織は同性ないし異性で,幅は7-8ダリ

となり,高さ3mm以上に達する｡

分布範囲は温帯｡樺太,北海道,南千高,本州,四国,九州,朝鮮南部に分布する｡山中の高木や岩上

にはい登る普通にみられる落葉つる性木本で長さ15mに達する｡

ヤハズアジサイ (H_vdralWeaSikokialW Maximowicz)

散孔材｡道管の直径は50/Jm以下となり,ほぼ単独で分布するが2-4個ときに8個複合する｡道管は

階段穿孔を有し,階段の数は多く40本以上となる｡道管放射組織間壁孔は典型的な階段状となる｡隔壁繊

維が存在する｡放射組織は異性で,1-6列となる｡放射組織は直立細胞と平伏細胞とが混在する傾向にあ

る｡

分布範囲は温帯｡本州 (紀伊半島),匹1国,九州に分布する｡日本固有種｡深山に生える落葉低木で高さ

3mとなる｡

タマアジサイ (HydrangeainvolucrataSieb.)

散孔材｡道管の直径は50FLm以下となる｡道管はほぼ単独であるが,2-4個ときに8個複合する｡道管

は階段穿孔を有し,階段の数は多く40本以上となる｡道管放射組織間壁孔は階段状となる｡隔壁繊維が存

在する｡放射組織は異性で,幅は1-4列となり,高さは1-2mm｡放射組織はほぼ直立細胞からなるが,

ときに平伏細胞が混在する｡

分布範囲は暖帯,温帯下部｡日本固有種｡本州 (福島県以南関東地方,中部地方)に分布する｡暖地の

山中の小川の近くに生える落葉低木で高さ2mとなる｡

ノリウツギ (サピタ)(HydrangeaPaniculataSleb.etZucc.)

散孔材｡道管の直径は50-70FLmとなり,単独ないし214個複合して平等に分布する｡道管は階段穿

孔を有し,階段の数はきわめて多く,しばしば50本を超える｡道管には平板状のチロースが存在し,側壁

に階段壁孔を有する｡軸方向柔細胞は少ない｡道管放射組織間壁孔は顕著な階段状となる｡放射組織は異

性で,幅はト 2列,ときに3列となり,高さは2mm以下で,直立細胞からなる単列翼部はきわめて長い｡

なお,放射組織の単列部の幅と多列部の幅がほとんど同じとなる｡

分布範囲は温帯｡サハリン,北海道,南千島,本州,四国,九州,中国大陸に分布する落葉低木で高さ

5mとなる｡材の色調は日本産材中では特徴的な紅色を示す｡材質,用途はウツギに準ずる｡内樹皮から和

紙に使う糊をとるところからノリウツギの名がある｡

コアジサイ (HydralWealu'rtaSieb.etZucc.)

散孔材｡道管は直径 50iLm以下で,通常 20-30FLmとなり,単独ないし2-6個が不規則に複合する.

木口面では放射組織の細胞が比較的大きく,多列のものが目立つ｡道管は階段穿孔を有し,階段の数は多い｡

道管放射組織間壁孔は階段状となる｡隔壁繊維が存在する｡放射組織はほとんど直立細胞からなるが,中

に軸方向柔細胞のように長いものが含まれる｡放射組織は同性ないし異性で直立細胞と方形細胞とが混在
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し,幅は1-5列となり,高さはきわめて高く8mmにも達する｡

分布範囲は暖帯から温帯下部｡本州 (関東以西),四国,九州に分布 し,山地の木陰に普通にある落葉低

木で高さ1-1.5m となる｡

バイカウツギ属 (phiLddelphusL.)

バイカウツギ (PhiladelPhuscormwriusL)

散孔材.年輪始めの道管は大きく100FLmに達し,環孔状となる｡道管は単独ないし214個複合 し,午

輪後半に向かって大きさは漸減する｡道管は階段穿孔を有 し,階段の数は通常 50本以内であるがときに

50本を超える｡道管側壁に交互壁孔｡道管放射組織間壁孔は小さく多数｡放射組織は異性で, 幅は1-5

列となり,高さは3mm以上｡さや細胞がみられる｡

分布範囲は暖帯から温帯下部｡本州 (岩手県以南),四国,九州 (鹿児島県にはまだ知られていない)に

分布する落葉低木で高さ2m内外となる｡

ウツギ属 (DeutziaThunberg)

マルバウツギ (DeutziascabraThunberg)

散孔材｡年輪の境界は細かい波状となる｡道管の直径は30140/Jmでほぼ単独ないし,2,3個複合する｡

道管は階段穿孔を有する｡道管内壁にらせん肥厚がみられる｡隔壁繊維が存在する｡軸方向柔細胞は少ない｡

道管放射組織間壁孔はきわめて小さく多い｡放射組織は異性で直立細胞と平伏細胞とが混在 し,幅は1-3

列で,高さは5mm以上となる｡放射組織の壁は厚い｡放射組織の単列部を構成する直立細胞は長 く,軸

方向柔細胞に似る｡

分布範囲は暖帯｡本州 (関東以西),四国,九州に分布する｡山地の日当たりのよい小川付近に生える落

葉低木で高さ1.5m となる｡

ウツギ (ウノハナ)(DeutziacrenataSieb,etZucc.)

散孔材｡年輪の境界は細かい波状となる｡道管の直径は50/∠m以下と非常に小さく,ほとんど単独ない

し2,3個がほぼ接線方向に複合して平等に分布する｡道管は階段穿孔を有し,階段の数は多い｡軸方向柔

細胞は少ない｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さくかつ多い｡繊維にらせん肥厚がみられる｡放射組織

は異性で ト 6列,高さはきわめて高く,さや細胞が顕著である｡直立細胞は軸方向柔細胞のように長 く,

上下に二つに分かれるものがしばしばみられる｡

分布範囲は暖帯から温帯下部｡北海道,本州,四国,九州,奄美大島,中国大陸に分布する｡山野の小

川のふちなど日当たりのよいところに普通な落葉低木で高さ2m,ときに4mとなる｡辺材は黄褐色,心

材は紅褐色｡肌目は撤密で,やや垂硬｡楊枝,木釘その他小細工｡

トベラ科 (pittosporaceae)

トベラ属 (PktosporumBanksexGaertner)

トベラ (PittosporumtobiraAiton)

紋様孔材｡道管は直径 50FLm以下で集団をなし,斜線状,火炎状ないし花づな状に並ぶ｡道管は単穿孔

を有 し,内壁には鮮明ならせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔がみられる｡隔壁繊維を有する｡道

管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は異性Ⅲ型で,幅はト 5列となり,高さ0.5mm以下｡放射柔

細胞に結晶がみられる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (太平洋岸では岩手県南端,日本海側では石川県軸倉島),四国,九州,

- 88 -
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琉球,朝鮮南部,台湾,中国大陸に分布する｡暖地の海岸に多いが,生垣,自動車道路の植え込みや公園

にごく普通にみられる常緑の低木ないレト高木で高さ2-3mとなる｡

木材研究 ･資料 第31号の訂正

83頁のヤマモモの記載の1行目:

道管は階段穿孔を有し■道管はほとんど階段穿孔,まれに単穿孔を有し

87頁のサワシバの記載の5行目:

結晶細胞がみられる｡■結晶細胞がみられる｡ビスフレックが存在する｡

87頁のアカシデの記戴の3行目:

道管放射組織間穿孔■道管放射組織間壁孔

91頁のブナの記載の2行目:

階段穿孔を有し■階段穿孔の他に小孔が多数存在する多孔穿孔を有し

91頁のイヌブナの記載の2行目:

階段穿孔がみられ■階段穿孔の他に小孔が多数存在する多孔穿孔が叔られ

91頁のシリブカガシの記載の2-3行目:

道管放射組織間穿孔■道管放射組織間壁孔

92頁のツブラジイの記載の2-3行目:

道管は単穿孔を有する■道管は単穿孔を有し,小道管にはまれに階段穿孔がみられる

92頁のスダジイの記載の2行目:

道管は単穿孔を有する■道管は単穿孔を有し,小道管にはまれに階段穿孔がみられる

92頁のクリの記載の2行目:

道管は単穿孔を有し,内腔に-･■道管は単穿孔を有し,小道管にはまれに階段穿孔がみられる｡道管内

腔に-･

99頁のヤマグワの記載の2-3行目:

チロースが密に詰まる｡軸方向柔細胞-ヰチロースが密に詰まる｡小道管にはらせん肥厚がみられるo

軸方向柔細胞-･

- 89 -
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ー 90 -

コアカソ

BoehmeriaspicalaThunberg

(イラクサ科 Urticaceae)

柾目×200 板目×130
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ハ ドノキ

VillebruneaPedulヰCulalaShil~ai

(イラクサ科 Urticaceae)

柾目×160

- 91 -

板目×130



木材研究 ･姿料 第32号 (1996)

ー 92 -

ヤナギイチゴ

DebregeasiaedulisWeddell

(イラクサ科 Urticaceae)

柾目×200 板 目×80
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ヤマモガシ

HeliciacochiluthinensisLour.

(ヤマモガシ科 proteaceae)

粧目×160

一 93 -

板目×80



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

- 94 -

ツ クバ ネ

Buckleyala7ueOlalaMiq.

(ビャクダン科 santalaceae)

秤目×200 板目×160



日本産広葉樹材の解剖学的記載rl伊東

ビャクダン

Santalwnalbum L.

(ビャクダン科 santalaceae)

柾目×200

- 95 -



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

- 96 -

オオバヤドリギ

TaxillusyadorikiDanser

(ヤドリギ科 Loranthaceae)

柾目×200 板目×130
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マツグミ

T(LXilluskaemfferiDanser

(ヤドリギ科 し01-antllaCeae)

軒目×200

97 -

板目×100



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

ー 98 -

ホザキヤドリギ

110ranthustanakaeFr.etSav.

(ヤドリギ科 Loranthaceae)

柾目×200 板目×80



伊東 :l三1本産広葉樹勅の解剖学['析己載1二Ⅰ

オガタマノキ

ML'cheli(ICOmPressaSarg.

(モクレン科 Magnoliaceae)

粧日×200

- 99 -



木材研究 ･嚢料 第32号 (1996)

- 100-

ホオノキ

Magl′Wliaobot,alaThumb.

(モクレン科 Magnoliaceae)

柾目×200 板目×130



コブ シ

Magnoli(IkobusDC.

(モクレン科 Magnoliaceae)

粧日×200

1()1-

板目×130



木材研究 ･姿料 第32号 (1996)

一一-1日ソ -

タムシバ

Mag7Wliasalici/oliaMaxim.
(モクレン科 MagllOliaceae)

柾目×200
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サラサレンゲ

Mag74Oliaden/td(lLaDesr.val-.PurPwascensRehd.etWils.

(モクレン科 Magnoliaceae)

粧日×160

-一一川3 ---

板目×80



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

ユリノキ (ハ ン テン ボ ク )

IJiriodendrmatulipifera L.
(モクレン科 M agnoliaceae)
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サネカズラ (ビナンカズラ)

Kadsw(Ij(lPonic(IDLIIlal
(マップサ科 Schisandraceae)

柾目×8()

- lo汚

板目×130



木材研究 ･嚢料 第32号 (1996)

マップサ

Schisa74(IrarePa7uaRadlk.

(マップサ科 schisandraceae)

秤目×200

- 1()6-

板目×100
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ー IO7-

シキミ

IllfciLLm(Luis(LlumL.

(シキミ科 Illiciaceae)

粧日×130 板目×200



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

ロウバイ

Chinw7WnlhusPr(LeCOXLillk

(ロウバ イ科 calycanthaceae)

柾目×2nO

108-



伊東 :日本正広葉梢

シナクスモ ドキ (マルバダモ)

CrJ,plocar),(IChinensisHemsley
(クスノキ科 しauraCeae)

粧目×160

一一109-

板目×60



木材研究 ･寮料 第32号 (1996)

- 110-

クスノキ (クス)

CilmtunOmum CamI)horaPresl

(クスノキ科 LatlraCeae)

粧 目×2(〕0 板目×130



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学｢舶己載lI

ヤブニッケイ

CilmamO71uLmilWulcm'monl(L71,mtHayata

(クスノキ科 LatlraCeae)

粧目×150

- 111-

板目×130



木材研究 ･楽料 第32号 (1996)

ー 112

ニッケイ

Ci7m(LmO7′7川mSieb()ldiiMeisner

(クスノキ科 LatlraCeae)

秤目×160 板目×13O
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タフソ キ

Macht'luslhunbergiiSieb.etZucc.

(クスノキ科 Lauraceae)

- 113-

板目×130



木材研究 ･姿料 第32号 (1996)

- 114-

ホソバタブ (アオガシ)

MachilusjaponicaSieb.etZucc

(クスノキ科 LatlraCeae)

柾目×2()0 板目×130



伊 東 :l≡1本正広

- 115-

カナクギノキ

I,inder(ieryljwo(:(LrP(IMakillO
(クスノキ科 IJatll-aCeae)

粧目×200 板目×130



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

-1川 1-

クロモジ

LilAeraumbellalaThunberg

(クスノキ科 Lau1-aCeae)

柾 目×200 板目×13(〕



伊東:E月こ庄広葉樹材の解剖学的記利HJ

- ll7-

ダンコウバ イ

IJiluleraobtusilobaBlullle

(クスノキ科 Lauraceae)

粧目×200 板目×130



木材研究 ･嚢料 第32号 (1996)

ー 118-

ヤマコウバシ

IJinderaglaucaBlunle

(クスノキ科 LatlraCeae)

柾目×200 板目×130



伊東:E月丈産広葉樹材の酢 別学r'偏己載 日

- 119-

アブラチ ャン

I.inderaPraecoxBlume

(クスノキ科 Lauraceae)

柾目×200 板目×200



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

ー 120 -

シロモジ
LinderatrilobaBlume

(クスノキ科 LatlraCeae)

柾目×160 板目×130
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-- 1L'1-

ゲッケイジュ (ローレル)

IJ(LuruSnObilisL.

(クスノキ科 Laul-aCeae)

柾目×130 板目×130



木材研究 ･寮料 第32号 (1996)

ー 122-

シロダモ

NeolitseasericeaKoidzumi

(クスノキ科 LatlraCeae)

秤 目×20∩ 板目×130
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イヌガシ

NeolitseaaLlicLLl(LlaKoidzumi

(クスノキ科 Lauraceae)

秤目×20()

- 123-

板目×100



木材研究 ･嚢料 第32号 (1996)

12/1 -

ハマビワ

IJilseajaponicaJuss.

(クスノキ科 LatlraCeae)

柾 目×200 板目×100
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バリバリノキ (アオカゴノキ)

IJlseaacumi7WlaKurata

(クスノキ科 Lauraceae)

板目×130



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

- ]26-

カゴノキ

LilsealancijToliaF.Vill.

(クスノキ科 Latll-aCeae)

粧 日×160 板目×]30
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- 127-

アオモジ

IJitseacubebaPerS.

(クスノキ科 Laul･aCeae)

粧目×200 板目×100



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

ハスノハギリ

Hemaluial叩mPhaejblitlKubitzki

(ハスノハギリ科 Hel-nandiaceae)

柾目×80

- 128-

板目×80
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ヤマグルマ

TrochoclelサdγonaralioidesSieb.etZucc

(ヤマグルマ科 T1-OChodendI-aCeae)

板目×130



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

フサザクラ

EupteleaPolyandraSieb.etZucc

(フサザクラ科 Eupteleaceae)

柾目×200

- 130-

板目×130
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カツラ

CeγcidiPhyllwlりàponicMnSieb.etZucc

(カツラ科 cercidiphyllaceae)

粧目×200

- 131-

板目×160



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

ー 132-

ヒロハヘビノボラズ

BerberisamurelWisRtlPr.

(メギ科 Berberidaceae)

柾目×200 板目×80
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I 133-

メギ

BerberislhunbergL'L'DC.

(メギ科 Berberidaceae)

柾目×160 板目×130



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

一 1 3 4 -

ナ ンテ ン

NandilWdomeslicaThumb.

(メギ科 Berberidaceae)

柾目×200 板目×80
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- 135-

ヒイラギナンテン

MahoniajaponicaDC.

(メギ科 BeI-beridaceae)

軒目×160 板目×80



木材研究 ･寮料 第32号 (1996)

コウシュウウヤク (イソヤマアオキ)

Cocc㍑luslaurijToliusDC.

(ツゾラフジ科 Menispermaceae)

粧目×200

一 136
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ムベ

Stauntom'ahexaphyllaDecaisn e
(ア ケ ビ 科 Lardizabalaceae)

粧日×80

一 137-

板目×100



木材研究 ･嚢料 第32号 (1996)

- 138-

アケビ

AkebiaquinalaDecaisne.

(アケビ科 Lardizabalaceae)

秤目×160 板目×80



伊東 :日本庄広葉樹材の解剖学｢析己載u

ミツバアケビ

AkebialrifolialaKoidzumi

(アケビ科 Lardizabalaceae)

柾目×16()

- 139-

板目×50



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

ー 140-

ボ タン

Pae㈹lasuNruticosaAndr

(ボタン科 paeoniaceae)

蛋.討. *十三夷 濁溝や+'+諾ii;若妻妻yjj三*;重吉a ･㌻こ.学芸.. *垂.++. 蛋瀞p~妻妻妾++ i..～ ≠:.

∫.

望::i
!.

芦

) A+
首､

秤目×200 板目×100
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シマサルナシ

ActinidiarufaPlanchonexMiq

(マタタビ科 Actillidiaceae)

柾目×200

- 141一

板目×100



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

サルナシ (シラクチズル)

ActilddiaargutaPlanchonexMiq

(マタタビ科 Actinidiaceae)

柾 目×100

- 142 -
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マタタビ

ActinidiapolygamaPlanch.exMaxim

(マタタビ科 Actinidiaceae)

柾目×200

- 113 -

板目×80



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

一 144-

ヤブツバキ (ツバキ)

CamelliajaponicaL.

(ツバ キ科 Theaceae)

柾目×200 板目×200



伊東 :F三l本産広葉樹材の角柑瞳二的記載Il

- ]45-

サザ ンカ

Camelliasasa7quaThumb.

(ツバキ科 Theaceae)

粧目×200

･-
･-.
-Ll
.トト
ト
ー
.∵
.

7W;
絹
.T
草

‥

,1

.rj
A

m悶
闇

板 目×80



木材研究 ･姿料 第32号 (1996)

- 146-

チャノキ (チャ)

Camelliasinensis0.Kuntze

(ツバキ科 Theaceae)

柾目×130 板目×130



伊東 :日

ナツツバキ

Steu)aγtiapseudo-camelliaMaxim

(ツバキ科 Theaceae)

柾目×200

-一]･lT-

板目×100



木材研究 ･嚢料 第32号 (1996)

ヒメシャラ

Stewaγtia71WnadelPhaSieb.etZucc

(ソバキ科 Theaceae)

柾 目×200

148-

板目×130
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- 149-

イジュ

Schi71ulWallichiiKol-th

(ツバキ科 Theaceae)

秤目×130 板目×200



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

モ ッコク

TemstroemiagymnantheraBedd.

(ツバキ科 Theaceae)

柾目×200

ー 15〔)-

板目×80



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載]

一 151 -

サカキ

Cleyerajapon icaThum b .
(ツバキ 科 Theaceae)

柾目×200

発

｡ 板目×100



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

ー 152-

ハ マ ヒサ カ キ
E urya emarg inataMakino
(ツ バ キ科 T heaceae)

柾目×200



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学F'根己載u

- 153-

ヒサカキ

EuryajaPolhcaThunberg
(ツバキ科 Theaceae)

柾目×200 板目×160



木材研究 ･嚢料 第32号 (1996)

テリハボク

CaloPhyllumilWPhyllum L.

(オトギリソウ科 Guttiferae)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載rI

ビョウヤナギ

Hypen'cMtChilWIWeL.

(オトギリソウ科 Gtlttiferae)

秤目×200

155-

板目×130



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

スズカケノキ

PlatanusorientalisL.

(スズカケノキ科 platanaceae)

秤 目×200

I 156-

板目×50



伊東 :日本庄広葉樹材の解剖学r'析己載 n

マルバノキ

DisanthuscercidifoliusMaxim.
(マンサク科 Hanlalllelidaceae)

粧日×200

- 157-

板目×160



木材研究 ･姿料 第32号 (1996)

コウヤ ミズキ

CoryloPsisgotoanaMakino

(マンサク科 Hamamelidaceae)

秤目×200

- 158-

板目×160



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 tl

トサ ミズキ

Coy),loPsisspicataSieb.etZucc.

(マンサク科 Hamamelidaceae)

柾目×160

- 159-

板目×200



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

マンサク

HamamelisjaponicaSieb.etZucc

(マンサク科 Hamamelidaceae)

柾目×400

- 160-

板目×150



伊東 :日本jIlJ:･':広葉樹材の解剖学的記載口

マルバマンサク

HamamelisjaponicaSieb.etZucc.var.obtusataMatsumura

(マンサク科 Hamamelidaceae)

.i..i,:''::..:,..,

.1捌

:1.'iF',.13,潜

∵

∵

i

l
:..:..i:.I,,..;:="

柾目×200

- 161-

板目×130



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

イスノキ (ヒヨンノキ)

DistyliumracemosumSieb.etZucc.

(マンサク科 Hamanlelidaceae)

柾目×200

- 162-

板目×130



伊東 :桐 i凍 広葉樹材の解剖学的記載l]

フウ

I-iquidambar/ormosCmaHallCe

(マンサク科 Hal-1anlelidaceae)

粧目 ×120

- 163-

板目×100



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

コマガタケスグリ

Gibesjaf,onicum Maximowicz

(ユキノシタ科 saxifragaceae)

柾目×20()

- 1 64 -

板 目×130



伊東 :日本庄広葉樹材の解剖学的記載Ⅲ

ズイナ

IteajaponicaOliver

(ユキノシタ科 saxifragaceae)

粧 日×200

- ]65-

板目×130
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バイカアマチ ャ

PlatycraterargutaSieb.etZucc.

(ユキノシタ科 saxifragaceae)

粧日×200

- 166-

板目×130
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イワガラ ミ

SchizophragmahydrCmgeoidesSieb.etZucc

(ユキノシタ科 saxifragaceae)
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ツルアジサイ (ゴ トウズル,ツルデマリ)

HydrangeaPeliolarisSieb.etZucc.

(ユキノシタ科 saxifragaceae)

柾目×200

- 168-

板目×80



伊東 :日本iillJ:;:広葉樹材の解剖学的記載II

ヤハズアジサイ

Hvdrangeasikoki(muMaximowicz
(ユキノシタ科 saxifragaceae)

柾 目×200

一 169-

板目×80
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タマアジサイ

IlydrangeailWOlucrataSieb.

(ユキノシタ科 saxifl･agaCeae)

柾目×250

- 1 70 -

板目×100



伊東 :L≡l

ノリウツギ (サピタ)

I-I),dr(Lnge(IPam'culal(iSieb.etZucc
(ユキノシタ科 saxifl-agaCeae)

]71-

板目×80
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コアジサイ

Hydγal乍geahiγtaSieb.etZucc.

(ユキノシタ科 saxifragaceae)

板目×120



伊東 :【三1本産広葉樹材の解

バイカウツギ

PhiladelP加scormwriusL.

(ユキノシタ科 saxifI-agaCeae)

粧目×200

- 173-

板目×130
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マルバウツギ

DeulziascabraThunber'g

(ユキノシタ科 saxifragaceae)

秤目×2()0

- 174-

板目×LOO



伊東 :日本正広葉樹材の解剖学｢析己載H

ウツギ (ウノハナ)

DeulziacrenalaSieb.etZucc.

(ユキノシタ科 saxifragaceae)

粧日×200

ー 175-
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- 176

トベラ

PLlllosf)orMllo biraAiton
(トベ ラ 科 p ittosporaceae)

柾目×200 板目×130


